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いつも活動のいつも活動の
　

東
成
診
療
所
に
は
、
川
上

貫
一
が
患
者
と
し
て
出
入
り

し
、
医
師
た
ち
に
社
会
的
な

話
を
よ
く
し
て
い
た
。
川
上

は
、
医
師
や
医
学
生
を
対
象

と
し
た
理
論
雑
誌
の
発
行
を

進
め
た
。
こ
う
し
て
雑
誌

『
医
療
と
社
会
』
が
生
ま

れ
、
川
上
が
第
１
号
の
編
集

発
行
人
と
な
っ
た
。

　

当
初
か
ら
、
常
勤
の
中
野

信
夫
医
師
に
編
集
が
任
さ

れ
、
第
２
号
か
ら
編
集
発
行

人
を
中
野
医
師
に
変
更
し

た
。
中
野
医
師
は
、「
当

時
、
私
は
尼
崎
の
病
院
に
勤

め
て
い
ま
し
た
が
、
桑
原
さ

ん
と
奥
様
の
節
さ
ん
、
こ
の

人
が
美
人
で
し
て
ね
、
心
斎

橋
筋
の
喫
茶
店
で
『
東
成
診

療
所
に
来
て
く
れ
』
と
説
得

さ
れ
ま
し
た
。
桑
原
さ
ん
は

大
阪
高
等
医
専
（
現
大
阪
医

科
大
学
）
の
１
年
先
輩
で
１

期
生
、
私
は
２
期
生
で
、
大

阪
高
等
医
専
の
学
生
運
動

は
、
桑
原
さ
ん
ら
が
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
雑
誌
『
医
療

と
社
会
』
の
編
集
も
、
桑
原

さ
ん
に
『
君
や
っ
て
く
れ
』

と
頼
ま
れ
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
所
長
は
忙
し
い
か
ら
私

に
ま
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

と
回
想
し
て
い
る
。

　

編
集
・
頒
布
は
、
京
都
帝

大
医
学
部
の
岡
谷
実
を
中
心

に
し
た
グ
ル
ー
プ
（
川
上
教

室
と
呼
ば
れ
た
）
の
山
本

漸
、
林
喜
彦
、
青
木
康
次

（
後
に
吉
田
病
院
院
長
）ら
が

協
力
し
た
。
発
行
所
は
東
成

区
中
野
医
師
の
下
宿
先
に
置

き
、
発
行
団
体
は
青
年
医
師

ク
ラ
ブ
、
第
３
号
か
ら
『
医

療
と
社
会
』
社
に
改
め
ら
れ

た
。
執
筆
者
は
、
当
時
か
ら

『
医
療
と
社
会
』

医
師
た
ち
が
発
行
し
た

有
名
な
社
会
主
義
者
や
自
由

主
義
者
ら
で
、
社
会
保
険
制

度
や
開
業
医
制
度
の
批
判
、

医
療
の
方
法
論
や
階
級
性
問

題
な
ど
。
ソ
連
の
医
療
状
況

も
翻
訳
さ
れ
た
。『
医
療
と

社
会
』
は
戦
前
が
４
号
、
戦

後
は
２
号
発
行
さ
れ
た
。

　

東
成
診
療
所
の
２
代
目
書

記
（
事
務
長
）
の
堂
本
義
明

（
本
名
は
井
藤
誉
志
雄
・
弁

護
士
）が
、『
医
療
と
社
会
』

第
２
集
（
38
年
）
に
書
い
た

論
文
「
医
療
分
野
に
お
け
る

今
後
の
活
動
」
は
、
無
産
者

診
療
所
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
新
し
い
医
療
活
動
の
方
向

を
示
し
て
お
り
、
今
で
も
参

考
に
な
る
内
容
で
あ
る
。

　

家
庭
保
健
会
は
、
35
年
10

月
に
発
足
、
大
阪
市
電
今
里

車
庫
の
労
働
者
を
中
心
に
生

ま
れ
た
東
成
診
療
所
を
守
り

発
展
さ
せ
る
た
め
誕
生
し
た

組
織
で
あ
り
、
現
在
の
医
療

生
活
協
同
組
合
や
、
生
活
と

健
康
を
守
る
会
の
原
型
を
思

わ
せ
る
。
こ
の
会
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
、
東
成
診
療
所

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
開
業

医
や
産
院
と
も
特
別
契
約
を

結
び
、
２
〜
３
の
契
約
機
関

も
実
現
し
て
い
る
。
差
別
医

療
制
度
の
中
で
、
約
３
０
０

人
も
の
会
員
が
入
会
し
て
発

足
し
た
。

　

家
庭
保
健
会
の
中
心
は
弁

護
士
の
豊
田
秀
男
と
、
京
大

法
科
在
学
中
か
ら
東
成
診
療

所
に
出
入
り
し
た
青
木
康
次

ら
だ
っ
た
。
青
木
は
、
牛
乳

の
共
同
購
入
、
毛
糸
編
み
講

習
会
や
毛
糸
共
同
購
入
な
ど

の
事
業
に
取
り
組
み
、
衛
生

相
談
会
や
講
演
会
、
予
防
注

射
、
法
律
相
談
も
行
っ
た
。

後
に
彼
は
、
医
学
部
に
入
り

直
し
て
医
師
に
な
っ
た
。

　

事
務
所
は
、
天
王
寺
区
の

豊
田
弁
護
士
方
に
置
か
れ

た
。
青
木
は
機
関
紙
『
家
庭

と
保
健
』
の
編
集
に
参
加

し
、
第
５
号（
36
年
９
月
）か

ら
編
集
実
務
を
担
当
し
た
。

　

第
５
号
で
は
、
ト
ッ
プ
で

「
勤
労
者
と
保
健
問
題
」
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
当
時
の

『
家
庭
と
保
健
』

家
庭
保
健
会
が
発
行
し
た

開
業
医
制
度
や
健
康
保
険
制

度
の
劣
悪
な
差
別
医
療
や
、

病
気
の
予
防
や
治
療
が
患
者

の
要
求
ど
お
り
に
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
自
分

た
ち
の
診
療
所
を
建
設
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
す
で
に
東
成
診
療
所
が

開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
無
産
者
診
療
所
の
拡
大

家庭保健会の会報である『家庭と保健』第２号

紙
も
発
行
さ
れ
始
め
た
。

　

し
か
し
、
占
領
し
た
連
合

国
軍
の
主
力
は
ア
メ
リ
カ

で
、
そ
の
極
東
・
対
日
政
策

が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
と
っ
て

か
わ
っ
た
。
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
は
、
占
領
政
策
へ
の
批

判
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
目

的
に
、
９
月
19
日
に
プ
レ
ス

・
コ
ー
ド
を
制
定
。
新
聞
・

放
送
・
出
版
界
は
、
52
年
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
発

効
ま
で
厳
し
い
検
閲
下
に
置

か
れ
た
。
軍
の
機
密
に
触
れ

る
も
の
は
一
切
許
さ
れ
ず
、

特
に
原
爆
に
は
非
常
に
厳
し

い
報
道
管
制
を
し
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
世
論
の
誘
導

と
言
論
政
策
を
重
視
し
た
。

45
年
10
月
か
ら
48
年
７
月
ま

で
、
機
関
紙
出
版
物
は
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
事
前
検
閲
を
受
け
た
。

７
月
以
降
は
一
部
の
総
合
雑

誌
を
除
き
事
前
検
閲
に
な

り
、
49
年
末
に
は
す
べ
て
事

後
検
閲
に
な
っ
た
。

12
月
、
閉
鎖
さ
せ
ら
れ
た
。

会
は
大
衆
的
活
動
を
展
開
し

た
が
、
警
察
の
圧
力
で
37
年

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

東
成
診
療
所
と
家
庭
保
健

厳
し
い
検
閲
下
に
置
か
れ
た

戦
後
の
機
関
紙
の
出
発

　

45
年
、
敗
戦
で
国
民
の
価

値
観
は
大
き
く
変
わ
る
。
餓

死
者
が
出
る
ほ
ど
食
料
に
は

困
っ
て
い
た
が
、「
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
」
の
内
容
が
広
ま

り
、
日
本
は
平
和
な
民
主
主

義
国
家
に
な
る
と
い
う
希
望

が
わ
い
て
き
た
。
10
月
10
日

に
は
「
政
治
犯
」
約
３
千
人

が
釈
放
さ
れ
、
日
常
活
動
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次

々
に
労
働
組
合
や
民
主
団
体

が
結
成
・
再
建
さ
れ
、
機
関

　

戦
前
・
戦
後
の
教
訓
は
、

戦
争
は
必
ず
言
論
弾
圧
と
結

び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
最
近
、
ビ
ラ
を
ま
い
た

だ
け
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る

の
を
軽
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
二
度
と
日
本
を
戦

争
す
る
国
に
し
な
い
た
め
の

重
要
な
役
割
を
機
関
紙
が
担

っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

『
民
主
医
療
運
動
の
先
駆
者

た
ち
』
増
岡
敏
和
著
（
全
日

本
民
医
連
出
版
部
）、『
治
安

維
持
法
と
私
』桑
原
英
武
著
、

『
機
関
紙
の
歴
史
（
戦
前
・

戦
中
編
）』
日
本
機
関
紙
協

会
大
阪
府
本
部
編
著
、『
平

和
を
築
く
と
き
』『
平
和
を

語
る
と
き
』『
労
働
世
界
と

片
山
潜
』（
い
ず
れ
も
日
本

機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー
）

織
１
新
聞
」
を
実
践
し
、
団

体
の
方
針
・
目
的
を
実
現
し

活
動
を
活
性
化
し
よ
う
。

　

マ
ス
コ
ミ
だ
け
が
世
論
を

作
る
の
で
は
な
い
。
草
の
根

の
活
動
を
進
め
る
各
分
野
の

団
体
が
、
読
者
と
し
っ
か
り

結
び
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り

の
要
求
と
そ
の
実
現
の
道
筋

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ど
の
時
代
も
反
戦
・
抵

抗
、
自
由
と
民
主
主
義
、
豊

か
な
暮
ら
し
を
求
め
る
中
で

機
関
紙
は
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
戦
後
、
日
本

国
憲
法
の
誕
生
で
言
論
・
表

現
の
自
由
を
獲
得
し
た
。
自

由
に
情
報
発
信
で
き
る
こ
の

権
利
は
、
使
わ
な
け
れ
ば
錆

付
い
て
し
ま
う
。「
機
関
紙

中
心
の
組
織
活
動
」「
１
組

も
ね
る
中
で
、
全
国
の
機
関

紙
誌
が
真
相
究
明
に
努
め

た
。
49
年
８
月
に
結
成
さ
れ

た
日
本
機
関
紙
協
会
関
西
支

部
（
後
に
大
阪
府
本
部
）

も
、
三
鷹
事
件
で
初
の
共
同

デ
ス
ク
号
外
を
発
行
し
て
い

る
。
朝
鮮
戦
争
以
来
、
発
行

禁
止
に
な
っ
た
新
聞
（
ほ
と

ん
ど
機
関
紙
）
は
１
７
３
７

紙
に
の
ぼ
っ
た
。

二
度
と
戦
争
し
な
い
国
に

機
関
紙
が
世
論
を
動
か
す

　

用
紙
不
足
の
な
か
Ｇ
Ｈ
Ｑ

と
政
府
は
、
労
働
運
動
の
高

ま
り
に
驚
き
、
機
関
紙
へ
の

新
聞
用
紙
割
り
当
て
を
禁
止

す
る
圧
力
を
か
け
、
新
聞
・

出
版
用
紙
割
当
委
員
会
を
作

り
、
99
％
を
商
業
新
聞
に
、

残
り
１
％
を
社
会
党
の
『
社

会
新
聞
』
や
共
産
党
の
『
赤

旗
』、
一
部
の
労
働
組
合
、

民
主
団
体
に
割
り
当
て
た
。

　

「
労
働
者
の
民
主
的
機
関

紙
に
用
紙
を
割
り
当
て
ろ
」

が
全
て
の
機
関
紙
に
共
通
す

る
要
求
と
な
り
、
47
年
11

月
、
東
京
で
日
本
機
関
紙
協

会
創
立
大
会
が
開
か
れ
た
。

綱
領
で
は
、「
戦
争
と
虚
偽

１
７
３
７
機
関
紙
が
発
行
禁
止

機
関
紙
協
会
の
創
立
へ

の
宣
伝
と
た
た
か
い
真
実
を

守
る
」「
平
和
と
独
立
、
生

活
と
権
利
を
守
る
民
主
的
言

論
の
育
成
強
化
」
な
ど
と
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　

48
年
に
経
済
恐
慌
に
見
舞

わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
労
働

者
１
７
０
万
人
の
首
を
切
る

ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
実
施
を
日

本
政
府
に
迫
る
。
49
年
５

月
、
公
務
員
の
約
２
割
に
あ

た
る
26
万
人
の
首
切
り
に
着

手
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
な

か
で
、
ア
メ
リ
カ
特
務
機
関

の
仕
業
と
み
ら
れ
る
下
松
、

三
鷹
、
松
川
の
謀
略
事
件
が

相
次
い
だ
。

　

マ
ス
コ
ミ
が
権
力
側
に
お

機 関 紙 の
歴史に学ぶ

東
成
無
産
者
診
療
所
、
市
電
労
働
者
、
労
農
救
援
会
メ
ン
バ
ー
の
写
真
。

大
阪
市
電
今
里
車
庫
の
労
働
者
が
建
設
を
支
え
た
。（
大
阪
民
医
連
提
供
）

医師や学生を対象とした理論雑誌『医療と社会』第１号


